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｢公正な移行｣
～雇用・社会の課題解決と温暖化対策～

　パリ協定を実効性あるものにするために配慮すべきものの一つとして、パリ協定の前文に謳（うた）われた「公正な移

行（Just Transition）」。今世紀後半に実質的なＧＨＧ排出をゼロにするという脱炭素社会の実現には、ドラスティック

な社会変革が必要であり、それにより、失業や労働条件の低下などの社会問題を引き起こすことが想定されます。「公

正な移行」は、そのような社会問題に総合的な対策を講じる「レスポンシブル・メジャー」であり、経済成長を伴いなが

ら持続可能な社会を実現するうえで、非常に重要な役割を果たします。

　このイベントでは、具体的な事例紹介を交えながら、各分野からの報告を通じて温暖化対策における雇用への配慮

の重要性について理解を深めます。
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